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跛

重
ね
て

有
り
し
や
う
じ
や
く
さ
ら
れ
ん
く
は
１４２
瘡
雀
更
に
攣
を
加
へ
ら
る
し
ゑ
ん
し
や
う
そ
と
の
ぞ
１４３
強
ひ
て
垣
牆
の
外
を
望
む
ひ
そ
こ
い
う
ま
へ
あ
り
１４４
偸
か
に
戸

の
前
を
行
く
や
ま
は
る
へ
う
ろ
く
み
１４５
山
に
は
遥
か
な
る
縹
緑
を
看
る
み
づ
と
ほ
せ
ん
ゑ
ん
お
も
１４６
水
に
は
遠
き
潺
湲
を
憶
ふ
し
ば
ら
く
る
い
し
ん
つ
よ
１４７
俄
頃
羸
身
健
し
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ほ
ざ
り
の
こ
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の
ち
の
１４８
等
閑
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残
ん
の
命
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ぶ
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た
ち
は
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ま
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ひ
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や
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１４９
形
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
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目
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涕
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１５１
京
国
帰
ら
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こ
と
何
れ
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日
ぞ
こ
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と
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１５２
故
園
に
来
ら
む
こ
と
幾
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く
の
年
ぞ
か
は
は
じ
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た
づ
１５３
却
つ
て
初
め
て
の
営
仕
を
尋
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お
か
ぞ
む
か
し
さ
ん
け
ん
１５４
追
つ
て
計
ふ
昔
の
鑽
堅
を
い
つ
ね
せ
い
こ
く
し
１５５
射
て
毎
に
正
鵠
を
占
む
に
む
し
せ
う
せ
ん
お
も
１５６
烹
て
寧
ろ
小
鮮
を
懐
は
む
や
と
う
だ
う
い
つ
し
を
１５７
東
堂
一
枝
折
る
な
ん
か
い
ひ
や
く
せ
い
も
は
ら
１５８
南
海
百
城
専
に
す
そ
げ
ふ
じ
ゆ
り
ん
た
な
び
１５９
祖
業
儒
林
聳
く
し
う
こ
う
り
ほ
う
は
か
１６０
州
功
吏
部
銓
る
―１２―
【
語
釈
】
め
ひ
つ
じ
１４１
◆
跛

重
有
＝
我
が
身
は
、
足
の
悪
い
牝
羊
、
そ
の
上
、
つ
な
が
れ
て
い
て
、
全
く
自
由
に
な
ら
な
い
。「
跛
」（
音
、
ハ
）
は
、
あ
し
な
え
。
片
足
が
は
そ
く
不
自
由
で
歩
行
の
困
難
な
こ
と
。
足
を
引
き
ず
る
こ
と
。
跛
足
。『
類
聚
名
義
ヒ
抄
』「
跛
〈
布
火
反
、
ナ
ヘ
ク
、
ア
シ
ナ
ヘ
、
フ
ム
、
コ
ユ
、
又
音
賁
、
カ
タ
め
ひ
つ
じ
シ
タ
ツ
、
和
ハ
〉」。「

」（
音
、
サ
ウ
）
は
、
牝
羊
。『
爾
雅
』
巻
十
一
・
釈
ふ
ん
は
さ
う
畜
「
羊
、
牡
は

、
牝
は

な
り
」（
羊
、
牡

。
牝

）。「
跛

」
は
、
足
め
ひ
つ
じ
が
不
自
由
で
足
を
引
き
ず
る
牝
羊
。
片
足
の
牝
羊
。
た
だ
し
『
類
聚
名
義
抄
』
は
「

」
を
牝
羊
と
す
る
（「

〈
牝
羊
、
メ
ヒ
ツ
シ
〉」）。『
史
記
』
巻
八
十
ひ
や
く
じ
ん
は
さ
う
七
「
李
斯
列
伝
第
二
十
七
」
に
「
泰
山
の
高
き
こ
と
百
仭
に
し
て
、
跛

は
か
そ
か
た
あ
其
の
上
に
牧
ふ
。
夫
れ
楼
季
や
、
五
丈
の
限
り
を
難
し
と
し
、
豈
に
跛

や
、
百
仭
の
高
さ
を
易
し
と
せ
む
や
」（
泰
山
之
高
百
仭
、
而
跛

牧
二
其
上
一
。
夫
楼
季
也
、
而
難
二
五
丈
之
限
一
、
豈
跛

也
、
而
易
二
百
仭
之
高
一
哉
）、
注
「
詩
さ
う
や
う
ふ
ん
し
ゆ
い
め
す
さ
う
い
に
云
は
く
、

羊
墳
首
。
毛
伝
に
曰
は
く
、
牝
を

と
曰
ふ
」（
詩
云
、

羊
墳
首
。
毛
伝
曰
、
牝
曰
レ

。
な
お
、『
和
刻
本
』
は
「

」
字
を
「

」
字
に
て
う
作
る
。『
毛
詩
』
巻
十
五
・
小
雅
魚
藻
・「

之
華
」
所
収
）。『
後
漢
書
』
巻
七
は
さ
う
う
か
が
十
・「
孔
融
伝
第
六
十
」
に
「
是
れ
跛

を
し
て
高
岸
を

は
む
と
欲
し
、
天
険
も
得
て
登
る
べ
か
ら
し
む
る
な
り
」（
是
使
下
跛

欲

二
高
岸
一
、
天
険
可
中
得
ち
ん
あ
じ
あ
い
ぶ
ん
而
登
上
也
）。『
万
葉
集
』
巻
五
・
山
上
憶
良
「
沈
痾
自
哀
文
」（
沈
痾
自
哀
文
）
つ
ゑ
よ
ま
さ
な
へ
う
さ
ぎ
う
ま
ご
と
に
「
杖
に
倚
り
て
且
に
歩
ま
む
と
す
る
こ
と
、
足
を
跛
ぐ
驢
の
比
し
」（
倚
レ
杖
且
レ
歩
、
比
二
跛
レ
足
之
驢
一
）。「

」
字
、
尊
経
閣
文
庫
の
丙
本
は
誤
字
（
テ
ヘ
ン
に
羊
）
の
右
旁
「

」
字
に
作
る
、「

」
字
を
誤
る
か
。『
菅
家
文
草
』
や
巻
九
・
五
九
九
「
蔵
人
頭
を
罷
め
む
こ
と
を
請
ふ
状
」（
請
レ
罷
二
蔵
人
頭
一
状
）
は
さ
う
み
だ
ふ
そ
け
が
に
「
跛

を
し
て
妄
り
に
仙
欄
に
触
れ
し
め
、
腐
鼠
初
め
て
禁
省
を

さ
し
め
な勿
か
ら
ま
く
の
み
」（
勿
レ
俾
下
跛

妄
触
二
仙
欄
一
、
腐
鼠
初

中
禁
省
上
而
已
）
と
は
そ
う
い
う
よ
う
に
、
道
真
は
す
で
に
自
身
を
跛

に
喩
え
て
い
た
。「

」
字
、
一
本
「
熟
」
字
に
作
る
。「

」（
音
、
チ
フ
）
は
、
き
ず
な
。
ほ
だ
し
。
つ
な
ぎ
と
め
る
も
の
。
自
由
を
束
縛
す
る
も
の
。『
広
雅
』「

、
絆
也
」。『
菅
家
文
草
』
こ
う
れ
巻
四
・
二
九
二
「
日
の
長
き
に
苦
し
む
」（
苦
二
日
長
一
）
に
「
此
の
時
最
も
患
と
こ
ろ
う
と
と
ど
つ
な
が
ご
と
あ
る
ふ
る
攸
は
、
烏
兎
の
駐
ま
り
て

る
る
が
如
き
こ
と
、
日
長
く
或
は
日
短
き
、
あ
が
あ
る
つ
な
が
身
騰
り
或
は
身

る
る
」（
此
時
最
攸
レ
患
、
烏
兎
駐
如
レ

、
日
長
或
日
短
、
身
騰
或
身

）
と
い
う
よ
う
に
、
道
真
は
讃
岐
国
守
に
な
っ
て
四
年
、
望
郷
と
つ
な
が
旅
愁
の
念
に
駆
ら
れ
て
苦
し
み
、「

る
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
１４２
◆
瘡
雀
更
加
攣＝
我
が
身
の
上
は
、
病
気
で
か
さ
の
で
き
た
雀
、
そ
の
上
に
し
や
う
じ
や
く
手
な
え
に
な
っ
て
飛
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
。「
瘡
雀
」
は
、
か
さ
の
で
き
た
雀
。「
瘡
」（
音
、
シ
ヤ
ウ
）
は
、
か
さ
。
で
き
も
の
。
ま
た
、
傷
。
傷
あ
と
。
ゐ
そ
ん
れ
い
ぶ
さ
い
じ
ら
う
か
ん
『
白
氏
文
集
』
巻
十
五
・
〇
八
〇
七
「
渭
村
に
退
居
し
、
礼
部
の
崔
侍
郎
・
翰
り
ん
せ
ん
し
や
じ
ん
林
の
銭
舎
人
に
寄
す
る
詩
一
百
韻
」（
渭
村
退
居
、
寄
二
礼
部
崔
侍
郎
・
翰
林
銭
な
ゐ
し
ん
を
お
も
な
び
や
う
じ
や
く
き
ず
あ
は
舎
人
一
詩
一
百
韻
に
「
尚
ほ
遺
簪
の
折
る
る
を
念
ひ
、
仍
ほ
病
雀
の
瘡
を
憐
れ
む
」（
尚
念
二
遺
簪
折
一
、
仍
憐
二
病
雀
瘡
一
）。「
雀
」
は
、
平
安
時
代
に
「
ス
ズ
ミ
」
と
呼
ば
れ
た
。
ス
ズ
ミ
の
訓
は
、「
雀
、
ス
ス
ミ
」（『
類
聚
名
義
抄
』『
色
葉
字
類
抄
』）
と
あ
る
。「
雀
」
字
、
底
本
は
誤
字
の
右
旁
「
雀
イ
」。「
攣
」（
音
、
レ
ン
）
は
、
つ
る
。
ひ
き
つ
る
。
病
気
で
あ
る
。
訓
は
、「
攣
、
手
奈
戸
」（『
新
と
う
と
し
な
ら

字
鏡
』）。『
文
選
』
巻
十
九
・
賦
・
情
・
宋
玉
「
登
徒
子
好
色
の
賦
、
并
び
ほ
う
と
う
れ
ん
じ
げ
ん
し
ん
れ
き
し
に
序
」（
登
徒
子
好
色
賦
、
并
序
）
に
「
其
の
妻
は
蓬
頭
、
攣
耳
、

脣
歴
歯
、
ば
う
か
う
う
る
か
い
か
ぢ
旁
行

僂
に
し
て
、
又
疥
且
つ
痔
な
り
」（
其
妻
蓬
頭
、
攣
耳
、

脣
歴
歯
、
い
旁
行

僂
、
又
疥
且
痔
）、
李
善
注
「
爾
雅
に
曰
は
く
、
攣
は
病
な
り
。
力
専
の
切
」（
爾
雅
曰
、
攣
病
也
。
力
専
切
）。『
塩
鉄
論
』
巻
四
「
毀
学
第
十
八
」
に
―１３―
りし
じ
ゆ
ん
け
い
あ
た
ふ
じ
よ
う
こ
れ
し
ん
ひ
と
「
李
斯
の
荀

の
門
に
在
る
に
方
た
つ
て
は
、

茸
は
之
と
軫
を
斉
し
く
す
。
そ
つ
ば
さ
ふ
る
き
ぶ
す
ば
ん
じ
ん
其
の
翼
を
奮
ひ
高
く
挙
げ
、
龍
昇
し
て
驥

し
、
九
を
過
ぎ
二
を
軼
ぎ
、
万
仞
か
う
し
や
う
こ
う
こ
く
く
わ
り
う
ま
さ
と
も
は
さ
う
に

翔
す
る
に
及
ん
で
は
、
鴻
鵠
華

且
に
侶
を
同
じ
く
す
。
況
む
や
跛

燕
雀
の
属
を
や
」（
方
三
李
斯
在
二
荀

之
門
、

茸
与
之
斉
レ
軫
。
及
三
其
奮
レ
翼
高
挙
、
龍
昇
驥

、
過
レ
九
軼
レ
二
、

二
翔
万
仞
一
、
鴻
鵠
華

且
同
レ
侶
。
況
あ
し
な
え
て
な
え
跛

燕
雀
之
属
乎
）
と
あ
り
、

と
雀
、
跛
と
攣
と
が
対
す
る
。
め
ひ
つ
じ
１４３
◆
強
望
垣
牆
外＝
足
の
悪
い
牝
羊
は
つ
な
が
れ
て
、
せ
め
て
垣
根
の
外
に
え
ん
し
よ
う
か
き
出
た
い
と
願
う
。「
垣
牆
」
は
、
垣
。
低
い
土
塀
。『
礼
記
』
巻
六
「
月
令
第
ま
う
し
う
つ
き
ゑ
ん
し
や
う
ふ
さ
じ
や
う
く
わ
く
お
ぎ
な
六
」
に
「
孟
秋
の
月
、
…
垣
牆
を
坏
ぎ
、
城
廓
を
補
ふ
」（
孟
秋
之
月
、
…
ゑ
ん
し
や
う
し
よ
く
坏
二
垣
牆
一
、
補
二
城
廓
一
）。『
千
字
文
』「
耳
を
垣
牆
に
属
す
」（
属
二
耳
垣
牆
一
）。
二
十
巻
本
『
倭
名
類
聚
抄
』
巻
十
・
居
処
部
・
墻
壁
類
「
垣
墻
爾
雅
に
云
は
こ
れ
よ
う
く
、
墻
〈
音
、
常
〉
は
之
を

（
音
、
庸
）
と
謂
ふ
。
李
巡
が
曰
は
く
、
垣
〈
音
、
園
。
和
名
、
賀
岐
〉
と
謂
ふ
」（
垣
墻
爾
雅
云
、
墻
〈
音
、
常
〉
謂
二
之

一
〈
音
、庸
〉。李
巡
曰
謂
レ
垣
〈
音
、園
。
和
名
、
賀
岐
〉。「
墻
」
と
「
牆
」
は
同
字
）。
１４４
◆
偸
行
戸

前＝
か
さ
の
で
き
た
雀
は
手
な
え
に
な
っ
て
、
こ
っ
そ
り
戸
口
や
窓
の
前
を
よ
ち
よ
ち
歩
く
。
道
真
自
身
、
足
疾
を
わ
ず
ら
い
、
歩
行
も
不
自
か
さ
由
で
、
ま
た
瘡
も
出
て
、
手
も
不
自
由
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
も
こ
れ
は
彼
し
ゆ
く
あ
の
宿
痾
だ
っ
た
と
み
え
、
寛
平
元
年
（
八
八
九
）、
四
十
五
歳
の
時
、『
菅
家
文
い
さ
さ
草
』
巻
四
・
三
二
五
「
病
ひ
に
依
り
て
閑
居
す
、
聊
か
に
所
懐
を
述
べ
て
、
大
学
士
に
寄
せ
奉
る
」（
依
レ
病
閑
居
、
聊
述
二
所
懐
一
、
奉
レ
寄
二
大
学
士
一
）
に
あ
し
き
う
た
な
し
う
ふ
さ
か
う
べ
か
さ
は
な
「
脚
の
灸
は
堪
ふ
る
こ
と
無
く
し
て
州
府
を
去
り
ぬ
、
頭
の
瘡
は
放
た
ず
し
て
こ
じ
ん
あ
故
人
に
遇
へ
り
」（
脚
灸
無
レ
堪
州
府
去
、
頭
瘡
不
レ
放
故
人
遇
）
の
句
が
あ
る
。
「
偸
」（
音
、
ト
ウ
）
は
、
か
り
そ
め
。
し
ば
ら
く
。
一
時
の
。
こ
っ
そ
り
。『
類
聚
名
義
抄
』「
偸
〈
ヌ
ス
ミ
、
ヌ
ス
ム
、
ヌ
ス
ミ
ニ
、
ヒ
ソ
カ
ニ
、
ウ
ス
シ
、
こ
い
う
イ
ヤ
シ
、
シ
バ
ラ
ク
モ
、
イ
ヤ
シ
ク
モ
、
カ
ハ
ル
〉」。「
戸

」
は
、
入
口
の
ド
ア
も
ん
と
戸
と
横
窓
。
入
口
。
両
扉
あ
る
も
の
を
門
と
い
い
、
一
枚
の
戸
（
半
門
）
だ
け
こ
し
つ
こ
の
も
の
を
戸
、
す
な
わ
ち
入
口
と
い
う
。
室
（
部
屋
）
に
は
、
戸
（
入
口
）
と
ま
ど
（
壁
に
穴
を
あ
け
、
木
を
交
差
さ
せ
て
作
っ
た
窓
）
と
が
あ
る
。『
老
子
』
上
こ
い
う
う
が
も
つ
し
つ
つ
く
そ
む
あ
た
し
つ
・「
無
用
第
十
一
」
に
「
戸

を
鑿
ち
て
以
て
室
を
為
る
、
其
の
無
に
当
つ
て
室
よ
う
あ
の
用
有
り
」（
鑿
二
戸

一
以
為
レ
室
、
当
二
其
無
一
有
二
室
之
用
一
）。『
淮
南
子
』
巻
そ
こ
う
け
う
こ
い
う
き
し
ご
ざ
う
し
こ
う
七
「
精
神
訓
」
に
「
夫
れ
孔
竅
は
精
神
の
戸

に
し
て
、
気
志
は
五
蔵
の
使
候
な
り
」（
夫
孔
竅
者
精
神
之
戸

也
、
而
気
志
者
五
蔵
之
使
候
也
）。『
新

朗
こ
い
う
ほ
う
さ
う
詠
集
』
巻
上
・
秋
歌
三
十
六
首
・
一
二
二
「
戸

荒
涼
と
し
て
蓬
草
乱
る
、
秋
ご
と
し
づ
か
が
ん
つ
毎
に
鎮
に
待
つ
雁
尽
く
る
こ
と
遅
し
」（
戸

荒
涼
蓬
草
乱
、
毎
レ
秋
鎮
待
雁
尽
遅
）。
二
十
巻
本
『
倭
名
類
聚
抄
』
巻
十
・
居
処
部
・
墻
壁
具
「

説
文
ま
ど
に
云
は
く
、

〈
与
久
の
反
。
字
片
戸
甫
に
従
ふ
な
り
。
和
名
、
末
度
〉
は
壁
う
が
も
つ
な
を
穿
ち
木
を
以
て
交
を
為
す
窓
な
り
」（

説
文
云
、

〈
与
久
反
。
字
従
二
片
戸
甫
一
也
。
和
名
、
末
度
〉
穿
レ
壁
以
レ
木
為
レ
交
窓
也
）。『
倭
名
類
聚
抄
』
巻
い
十
・
居
処
部
・
門
戸
類
「
戸
野
王
案
ず
る
に
城
郭
に
在
る
を
門
と
曰
ひ
、
屋
い
堂
に
在
る
を
戸
と
曰
ふ
」（
戸
野
王
案
在
二
城
郭
一
曰
レ
門
、
在
二
屋
堂
一
曰
レ
戸
）、
「
窓
説
文
に
云
は
く
、
屋
に
在
る
を
窓
〈
楚
江
の
反
。
字
亦
た

に
作
る
。
ま
ど
い
和
名
、
末
止
〉
と
曰
ふ
。
墻
に
在
る
を

〈
已
に
墻
壁
の
具
に
見
え
た
り
〉
と
い
ろ
う
曰
ふ
。
兼
名
苑
に
云
は
く
、
一
名
は

〈
音
、
籠
〉」（
窓
説
文
云
、
在
レ
屋
曰
レ
窓
〈
楚
江
反
。
字
亦
作
レ

。
和
名
、
末
止
〉。
在
レ
墻
曰
レ

〈
已
見
二
墻
壁
具
一
〉。
兼
名
苑
云
、
一
名

〈
音
、
籠
〉）。
盛
唐
・
祖
詠
「
蘇
氏
の
別
業
」（
蘇
こ
い
う
ほ
う
す
い
氏
別
業
）
に
「
南
山
戸

に
当
た
り
、

水
園
林
に
映
ず
」（
南
山
当
二
戸

一
、

水
映
二
園
林
一
）。
１４５
◆
山
看
遥
縹
緑＝
「
縹
緑
」
は
、
は
な
だ
色
（
薄
い
藍
色
）
と
緑
色
。
北
に
―１４―
四
王
寺
山
脈
、
東
に
高
雄
山
、
南
に
天
拝
山
（
天
判
山
）
が
近
く
に
そ
び
え
る
。
『
説
文
』「
縹
は
、
帛
の
白
青
色
な
る
も
の
な
り
」（
縹
、
帛
白
青
色
也
）、
解
字
こ
れ
い
注
に
「
礼
記
正
義
に
、
之
を
碧
と
謂
ふ
」（
礼
記
正
義
謂
二
之
碧
一
）。『
新

字
鏡
』「

〈
…
縹
也
。
波
奈
太
〉」。『
類
聚
名
義
抄
』「
縹
〈
ア
ヲ
シ
、
ハ
ナ
ダ
〉」。
『
色
葉
字
類
抄
』「
縹
〈
ハ
ナ
タ
、
青
黄
色
也
〉
総
〈
同
〉」、「
緑
〈
ミ
ト
リ
、
力
玉
反
。
青
黄
色
也
〉
翠
〈
同
、
七
酔
反
〉
碧
〈
同
、
彼
役
反
〉」。
１４６
◆
水
憶
遠
潺
湲＝
「
潺
湲
」
は
、
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
水
の
音
の
形
容
。「
セ
ン
ク
ワ
ン
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
湲
」
は
韻
字
（
下
平
声
一
先
韻
）
な
の
で
、
こ
こ
は
、「
セ
ン
ヱ
ン
」
と
読
む
の
が
よ
い
。『
楚
辞
』
巻
二
・
九
歌
し
や
う
ふ
じ
ん
く
わ
う
こ
つ
せ
ん
ゑ
ん
み
・「
湘
夫
人
」
に
「
荒
忽
と
し
て
遠
く
望
み
、
流
水
の
潺
湲
た
る
を
観
る
」（
荒
ま
う
せ
ん
か
ん
き
よ
は
い
し
う
さ
い
て
き
忽
兮
遠
望
、
観
二
流
水
兮
潺
湲
一
）。
盛
唐
・
王
維
「

川
閑
居
、
裴
秀
才
迪
に
う
た
さ
う
す
い
ひ
せ
ん
贈
る
」（

川
閑
居
、
贈
二
裴
秀
才
迪
一
）
に
「
寒
山
転
た
蒼
翠
、
秋
水
日
に
潺
ゑ
ん湲
」（
寒
山
転
蒼
翠
、
秋
水
日
潺
湲
）。
北
に
染
川
（
御
笠
川
の
源
流
）、
西
南
そ
そ
き
な
に
白
川
が
流
れ
る
。『
日
本
紀
私
記
（
丙
本
）』
応
神
天
皇
「
潺
湲
〈
曽
々
岐
奈
か
る
加
流
〉」。『
菅
家
後
集
』
四
七
〇
番
「
瑠
璃
地
上
水
潺
湲
」
参
照
。「
湲
」
字
、
底
本
「

」
の
右
旁
「
湲
」。
１４７
◆
俄
頃
羸
身
健＝
「
俄
頃
」
は
、
に
わ
か
に
。
た
ち
ま
ち
。
ま
た
、
し
ば
ら
く
し
て
。「
俄
刻
」「
頃
刻
」
と
も
い
う
。『
広
韻
』「
俄
、
俄
頃
、
速
也
」。『
助
字
弁
略
』「
頃
…
俄
頃
、
少
間
也
」。『
類
聚
名
義
抄
』「
斯
頃
〈
シ
バ
ラ
ク
〉、
何
頃
〈
同
〉、
少
頃
〈
同
〉、
俄
頃
〈
同
〉」。『
色
葉
字
類
抄
』「
且
〈
シ
ハ
ラ
ク
〉、
か
う
ふ
…
俄
頃
〈
同
〉」。『
文
選
』
巻
十
二
・
賦
・
江
海
・
郭
璞
「
江
の
賦
一
首
」（
江
し
ゆ
く
こ
つ
が
け
い
賦
一
首
）
に
「
数
百
に
倏
忽
と
し
て
、
俄
頃
に
千
里
た
り
」（
倏
二
忽
数
百
一
、
ば
く
お
う
な
千
二
里
俄
頃
一
）。
盛
唐
・
杜
甫
「
茅
屋
秋
風
の
破
る
所
と
為
る
歌
」（
茅
屋
為
二
が
け
い
ば
く
ば
く
秋
風
所
一レ
破
歌
）
に
「
俄
頃
に
し
て
風
は
定
ま
り
雲
は
墨
色
、
秋
天
漠
漠
と
し
こ
ん
こ
く
て
昏
黒
に
向
か
ふ
」（
俄
頃
風
定
雲
墨
色
、
秋
天
漠
漠
向
二
昏
黒
一
）。『
遊
仙
窟
』
が
け
い
あ
ひ
だ
あ
ま
た
た
び
ま
じ
「
俄
頃
と
し
ば
ら
く
あ
る
中
間
に
、
数
廻
相
接
は
る
」（
俄
頃
中
間
、
数
廻
相
た
れ
よ
接
）。『
白
氏
文
集
』
巻
六
・
〇
二
四
六
「
帰
田
三
首
〔
三
〕」
に
「
孰
か
能
く
し
ば
ら
く
も
つ
な
俄
頃
の
間
も
、
心
を
将
ち
て
栄
辱
に

が
れ
む
」（
孰
能
俄
頃
間
、
将
レ
心

二
栄
辱
一
）
は
、
白
詩
の
一
例
。『
経
国
集
』
巻
十
・
梵
門
・
小
野
岑
守
「
五
言
、
帰
休
独
臥
し
、
高
雄
寿
空
上
人
に
寄
す
、
一
首
」（
五
言
、
帰
休
独
臥
寄
二
高
雄
が
け
い
ま
こ
つ
寿
空
上
人
一
一
首
）
に
「
空
色
と
有
無
と
、
俄
頃
に
し
て
復
た
忽
た
り
」（
空
色
将
二
有
無
一
、
俄
頃
復
忽
矣
）。「
羸
身
」
は
、
痩
せ
疲
れ
た
身
体
。「
羸
」（
音
、
や
ル
イ
）
は
、
痩
せ
る
。
疲
れ
る
。
弱
る
。『
説
文
』「
羸
は
、
痩
せ
る
な
り
」（
羸
、
痩
也
）。『
類
聚
名
義
抄
』「
羸
〈
ツ
カ
ル
、
ヤ
ス
、
ク
フ
ヒ
、
カ
ツ
、
ア
ラ
ハ
ル
、
マ
ク
、
ヨ
ハ
シ
、
オ
ト
ル
〉」。「
健
」
は
、
す
こ
や
か
。
た
け
し
。
強
い
。
『
類
聚
名
義
抄
』「
健
〈
コ
ハ
シ
、
ス
ク
ヨ
カ
ナ
リ
、
ツ
ヨ
シ
、
タ
ケ
シ
〉」。
１４８
◆
等
閑
残
命
延＝
特
に
意
を
用
い
な
い
の
に
、
死
に
そ
う
な
命
を
生
き
延
び
る
。「
等
閑
」
は
、
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
と
し
て
気
に
と
め
な
い
。
な
お
ざ
り
に
す
る
。
か
り
そ
め
に
。
無
事
。
場
当
た
り
し
だ
い
に
。
唐
代
の
俗
語
。『
助
字
な
弁
略
』
巻
三
「
等
」
に
「
等

は
、
猶
ほ
尋
常
と
云
ふ
が
ご
と
し
、
軽
易
の
辞
な
り
」（
等

、
猶
レ
云
二
尋
常
一
、
軽
易
之
辞
也
）。『
詩
詞
曲
語
辞
匯
釈
』
巻
四
な
「
等

」
に
「
等

は
、
猶
ほ
平
常
な
り
、
随
使
な
り
、
端
無
き
な
り
と
云
ふ
が
ご
と
し
」（
等

、
猶
レ
云
二
平
常
也
、
随
使
也
、
無
レ
端
也
一
）。
塩
見
邦
彦
氏
『
唐
詩
口
語
の
研
究
』「
等

」
に
「
六
朝
詩
に
は
一
例
も
検
索
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
唐
詩
で
は
頻
出
す
る
俗
語
で
あ
る
。
…『
敦
煌
変
文
集
』で
は「

」
は
「
閑
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
「
等
閑
」
の
方
が
古
い
形
な
の
か
も
び
は
い
ん
し
れ
な
い
」。『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
・
〇
六
〇
二
「
琵
琶
引
」（
琵
琶
引
）
に
こ
と
し
く
わ
ん
せ
う
ま
み
や
う
ね
ん
と
う
か
ん
わ
た
「
今
年
の
歓
笑
復
た
明
年
、
秋
の
月
春
の
風
等
閑
に
度
る
」（
今
年
歓
笑
復
明
―１５―
年
、
秋
月
春
風
等
閑
度
）。「
残
命
」
は
、
残
り
少
な
い
命
。
余
命
。「
等
閑
」、
貞
享
版
本
「
等
間
」
に
作
る
。
は
１４９
◆
形
馳
魂

＝
身
（
肉
体
）
が
馳
せ
る
と
、
魂
も
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
こ
う
こ
つ
ふ
ら
ふ
ら
と
浮
か
れ
出
て
し
ま
う
。
身
も
心
も
恍
惚
状
態
に
な
る
こ
と
。「
形
」
け
い
が
い
は
、
形
骸
。
身
、
す
な
わ
ち
肉
体
の
こ
と
。「
形
神
」
と
い
う
よ
う
に
、「
神
」
か
へ
り
（
精
神
）
と
対
比
し
て
言
う
こ
と
が
多
い
。『
列
子
』
仲
尼
第
四
・
第
五
章
に
「
顧
み
あ
ひ
ぐ
う
と
も
み
て
子
列
子
を
視
る
に
、
形
神
相
偶
せ
ず
、
与
に
群
す
べ
か
ら
ず
」（
顧
視
二
子
列
子
一
、
形
神
不
二
相
偶
一
、
而
不
レ
可
二
与
群
一
）。『
文
選
』
巻
一
・
賦
・
京
都
・
班
固
「
両
都
の
賦
二
首
〔
二
〕
東
都
の
賦
一
首
」（
両
都
賦
二
首
〔
二
〕
東
都
せ
き
ば
く
賦
一
首
）
に
「
形
神
寂
漠
と
し
て
、
耳
目
営
ま
ず
」（
形
神
寂
漠
、
耳
目
弗
レ
営
）、
李
善
注
「
淮
南
子
に
曰
は
く
、
…
又
曰
は
く
、
形
は
生
の
舎
な
り
。
神
は
生
の
制
な
り
」（
淮
南
子
曰
、
…
又
曰
、
形
者
生
之
舎
也
。
神
者
生
之
制
也
）。『
菅
ば
う
す
い
か
う
ら
く
ち
家
文
草
』
巻
六
・
四
六
六
「
傍
水
行
」
に
「
此
の
時
楽
地
程
里
無
し
、
形
神
む
ち
う
た
づ
な
か
へ
を
鞭
ち
轡
し
て
独
り
往
き
還
る
」（
此
時
楽
地
無
二
程
里
一
、
鞭
二
－
轡
形
神
一
独
往
還
）
は
、
そ
の
一
例
。
な
お
、『
淮
南
子
』「
精
神
訓
」
に
よ
る
と
、
人
は
天
地
う
の
気
を
稟
け
て
生
ま
れ
る
が
、
精
神
は
天
か
ら
受
け
た
も
の
、
肉
体
は
地
か
ら
う稟
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、「
主
術
訓
」
に
よ
る
と
、
天
の
気
で
あ
は
く
る
魂
が
精
神
と
な
り
、
地
の
気
で
あ
る
魄
が
形
骸
（
肉
体
）
と
な
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
魂
は
、
人
の
精
神
を
つ
か
さ
ど
る
気
で
あ
り
、
魄
は
、
人
の
形
骸
を
つ
か
さ
ど
る
気
で
あ
る
と
い
う
。
道
真
に
は
か
つ
て
、
高
岳
五
常
に
対
策
を
課
あ
ら
は
し
た
と
き
の
問
題
文
「
魂
魄
を
徴
せ
」（「
徴
二
魂
魄
一
」。『
菅
家
文
草
』
巻
八
・
五
五
九
）
が
あ
る
。「


」（
キ
ヤ
ウ
キ
ヤ
ウ
、
ま
た
は
ク
ワ
ウ
ク
ワ
ウ
）
は
、
「
恍
恍
」
に
同
じ
。
恍
惚
状
態
に
な
る
こ
と
。
茫
然
自
失
の
さ
ま
。
気
抜
け
し
て
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
さ
ま
。
こ
こ
は
、
身
体
の
精
気
た
る
魄
が
と
も
す
れ
ば
都
に
引
か
れ
て
、
思
い
を
馳
せ
る
意
。「

」
は
、
う
っ
と
り
す
る
こ
と
。
気
み
ち
も
の
た
こ
く
わ
う
こ
抜
け
す
る
こ
と
。『
老
子
』
第
二
十
一
章
に
「
道
の
物
為
る
、
惟
れ

、
惟
れ
こ
つ
こ
つ
く
わ
う
そ
う
ち
し
や
う
く
わ
う
こ
つ
そ
う
ち
も
の
惚
。
惚
た
り

た
り
、
其
の
中
に
象
有
り
。

た
り
惚
た
り
、
其
の
中
に
物
有
り
」（
道
之
為
レ
物
、
惟

、
惟
惚
。
惚
兮

兮
、
其
中
有
レ
象
。

兮
惚
兮
、
其
中
有
レ
物
）。『
文
選
』
巻
一
・
賦
・
京
都
・
班
固
「
両
都
の
賦
」（
両
都
賦
）
た
ま
し
ひ
き
や
う
き
や
う
も
つ
ど
う
し
な
く
わ
い
の
「
西
都
の
賦
」（
西
都
賦
）
に
「
魂


と
し
て
以
て
度
を
失
ひ
、
迴
と
め
ぐ
か
て
い
塗
を
巡
り
て
下
低
す
」（
魂


以
失
レ
度
、
巡
二
迴
塗
一
而
下
低
）、
李
善
注
「
長
い
し
ん
あ
そ
い
門
賦
に
曰
は
く
、
神


と
し
て
外
に
淫
ぶ
。
王
逸
が
楚
辞
の
注
に
曰
は
く
、

は
意
を
失
ふ
な
り
」（
長
門
賦
曰
、
神


而
外
淫
。
王
逸
楚
辞
注
曰
、

キ
ヨ
ウ
失
レ
意
也
）、
和
刻
本
『
文
選
』
に
「


」
を
「


ト
ホ
レ
テ
」
と
訓
む
。
か
う
ろ
ほ
う
い
た
だ
き
『
白
氏
文
集
』
巻
七
・
〇
三
〇
六
「
香
鑪
峯
の
頂
に
登
る
」（
登
二
香
鑪
峯
頂
一
）
く
る
き
や
う
き
や
う
に
「
上
り
て
峯
の
頂
に
到
れ
ば
、
目
眩
め
き
神


た
り
」（
上
到
二
峯
之
頂
一
、
目
眩
神


）。『
類
聚
名
義
抄
』「

〈
ク
ル
フ
、
オ
ソ
ル
、
ホ
レ
タ
リ
、

々
・
ト
ホ
ル
〉」。
１５０
◆
目
想
涕
連
連＝
ま
ぶ
た
を
閉
じ
れ
ば
、
都
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
涙
が
あ
ふ
と
め
ど
な
く
溢
れ
出
て
く
る
。「
目
想
」
は
、
目
に
浮
か
べ
る
。
目
に
思
い
描
く
。「
想
」
の
訓
「
お
も
ひ
は
か
つ
て
」
は
、
底
本
の
傍
訓
「
オ
モ
ハ
カ
テ
」
に
あ
ま
ね
ぶ
ん
い
う
み
ひ
ろ
み
い
ま
か
つ
拠
る
。『
文
選
』
序
「
歴
く
文
囿
を
観
、
泛
く
辞
林
を
覧
る
に
、
未
だ
嘗
て
心
か
げ
う
に
遊
び
目
に
想
ひ
、

を
移
し
て
倦
む
を
忘
れ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」（
歴
観
二
文
囿
一
、
泛
覧
二
辞
林
一
、
未
下
嘗
不
中
心
遊
目
想
、
移
レ

忘
上
レ
倦
）。『
文
選
』
巻
十
六
・
く
わ
ふ
え
う
め
い
ひ
そ
か
く
賦
・
哀
傷
・
潘
岳
「
寡
婦
の
賦
一
首
」（
寡
婦
賦
一
首
）
に
「
窈
冥
に
潜
み
翳
れ
、
心
に
存
し
て
目
に
想
ふ
」（
窈
冥
兮
潜
翳
、
心
存
兮
目
想
）。『
白
氏
文
集
』
か
う
ろ
ほ
う
い
た
だ
き
て
う
て
う
巻
七
・
〇
三
〇
六
「
香
鑪
峯
の
頂
に
登
る
」（
登
二
香
鑪
峯
頂
一
）
に
「
迢
迢
た
る
香
鑪
峯
、
心
に
存
し
耳
目
に
想
ふ
」（
迢
迢
香
鑪
峯
、
心
存
耳
目
想
）。「
涕
」
―１６―
（
音
、
テ
イ
）
は
、
涙
。
二
十
巻
本
『
倭
名
類
聚
抄
』
巻
三
・
形
体
部
・
耳
目
類
「
涕
涙
〈
承
泣
附
〉
説
文
に
云
は
く
、
涕
涙
〈
体
類
の
二
反
。
和
名
、
奈
美
こ
れ
太
〉
は
目
の
汁
な
り
。
黄
帝
内
経
に
云
は
く
、
目
下
之
を
承
泣
〈
急
の
反
。
和
名
、
奈
美
太
々
利
〉
と
謂
ふ
」（
涕
涙
〈
承
泣
附
〉
説
文
云
、
涕
涙
〈
体
類
二
反
。
和
名
、
奈
美
太
〉
目
汁
也
。
黄
帝
内
経
云
、
目
下
謂
二
之
承
泣
一
〈
急
反
。
和
名
、
奈
美
太
々
利
〉）。「
連
連
」、
貞
享
版
本
「
漣
漣
」
に
作
る
。
こ
こ
は
、
版
本
の
「
漣
漣
」
に
作
る
本
文
が
よ
い
。「
連
連
」
は
、
う
ち
連
な
る
さ
ま
。
ち
ん
り
ん
い
ん
ば
ち
や
う
じ
や
う
く
つ
か
う
な
ん
遠
く
連
な
り
続
く
さ
ま
。
魏
・
陳
琳
「
飲
馬
長
城
窟
行
」
に
「
長
城
何
ぞ
連
連
た
る
、
連
連
と
し
て
三
千
里
」（
長
城
何
連
連
、
連
連
三
千
里
）。「
漣
漣
」
は
、
ゑ
い
ふ
う
さ
め
ざ
め
と
泣
く
さ
ま
。
涙
の
流
れ
る
さ
ま
。『
毛
詩
』
巻
三
・
国
風
・
衛
風
ば
う
ふ
く
く
わ
ん
み
き
ふ
て
い
れ
ん
れ
ん
す
で
ふ
く
く
わ
ん
み
・「
氓
」
に
「
復
関
を
見
ざ
れ
ば
、
泣
涕
漣
漣
、
既
に
復
関
を
見
る
と
き
に
、
す
な
は
わ
ら
す
な
は
も
の
い
載
ち
笑
ひ
載
ち
言
ふ
」（
不
レ
見
二
復
関
一
、
泣
涕
漣
漣
、
既
見
二
復
関
一
、
載
笑
く
わ
ん
え
ん
載
言
。『
遊
仙
窟
』
に
も
見
え
る
）。『
戦
国
策
』「
斉
策
四
」
に
「
管
燕
、
連
な
み
だ
い
か
な
し
そ
え
や
す
然
と
し
て
涕
を
流
し
て
曰
は
く
、『
悲
し
い
夫
、
士
何
ぞ
其
れ
得
易
く
し
て
用
ゐ
難
き
や
』
と
」（
管
燕
連
然
流
レ
涕
曰
、
悲
夫
、
士
何
其
易
レ
得
而
難
レ
用
也
）、
鮑
彪
注
「
連
と
漣
と
同
じ
、
泣
下
る
な
り
」（
連
与
レ
漣
同
、
泣
下
也
）。『
文
選
』
さ
い
し
と
く
巻
二
十
三
・
詩
・
贈
答
・
王
粲
「
蔡
子
篤
に
贈
る
詩
一
首
」（
贈
二
蔡
子
篤
一
詩
は
な
は
い
た
て
い
る
い
れ
ん
じ
一
首
）
に
「
中
心
孔
だ
悼
み
、
涕
涙
漣
而
た
り
」（
中
心
孔
悼
、
涕
涙
漣
而
）、
李
善
注
「
周
易
に
曰
は
く
、
泣
血
漣
如
た
り
」（
周
易
曰
、
泣
血
漣
如
）。『
白
し
ん
こ
う
よ
き
じ
氏
文
集
』
巻
五
十
二
・
二
二
六
九
「
晨
興
に
和
し
、
因
つ
て
亀
児
を
問
ふ
に
報
い
ま
な
み
だ
ゆ
」（
和
二
晨
興
一
、
因
報
レ
問
二
亀
児
一
）
に
「
未
だ
吟
ぜ
ざ
る
に
先
づ
涕
垂
る
、
こ
れ
ん
じ
よ
茲
の
漣
如
の
際
に
因
り
て
、
一
た
び
心
中
の
悲
し
み
を
吐
く
」（
未
レ
吟
先
涕
垂
、
因
二
茲
漣
如
際
一
、
一
吐
二
心
中
悲
一
）。『
新

万
葉
集
』
巻
上
・
夏
歌
廿
一
首
・
こ
こ
ろ
か
か
よ
る
五
〇
「
好
女
心
に
係
て
夜
眠
ら
ず
、
終
霄
臥
起
し
て
涙
連
連
な
り
」（
好
女
係
レ
心
夜
不
レ
眠
、
終
霄
臥
起
涙
連
連
）。
１５１
◆
京
国
帰
何
日＝
「
京
国
」
は
、
朝
廷
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
国
。
こ
こ
は
、
る
い
京
の
都
の
こ
と
。『
文
選
』
巻
五
十
六
・
誄
上
・
曹
植
「
王
仲
宣
の
誄
」（
王
仲
わ
こ
う
ま
こ
と
よ
み
け
い
こ
く
へ
う
や
う
宣
誄
）
に
「
我
が
公
は
実
に
嘉
し
、
京
国
に
表
揚
す
」（
我
公
実
嘉
、
表
二
揚
京
国
一
）。『
白
氏
文
集
』
巻
十
七
・
一
〇
八
四
「
春
、
琵
琶
を
聴
き
、
兼
ね
て
と
ゐ
け
い
こ
く
長
孫
司
戸
に
簡
す
」（
春
聴
二
琵
琶
一
、
兼
簡
二
長
孫
司
戸
一
）
に
「
都
尉
の
京
国
ご
と
め
い
ひ
り
よ
て
い
い
と
を
思
ふ
を
言
ふ
が
如
く
、
明
妃
の
虜
庭
を
厭
ふ
を
訴
ふ
る
に
似
た
り
」（
如
レ
言
三
都
尉
思
二
京
国
一
、
似
レ
訴
三
明
妃
厭
二
虜
庭
一
）
は
、
白
詩
の
一
例
。「
帰
何
日
」
は
、
京
の
都
に
帰
る
日
は
い
っ
た
い
い
つ
に
な
る
の
か
、
と
い
う
切
な
る
思
い
を
言
う
。『
菅
家
後
集
』
四
八
〇
「
旅
の
雁
を
聞
く
」（
聞
二
旅
雁
一
）
の
「
帰
り
去
る
日
」（
帰
去
日
）
参
照
。
道
真
が
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
『
白
氏
文
集
』
巻
十
六
と
う
な
ん
か
う
お
も
つ
ね
さ
ん
た
ん
き
う
・
九
〇
八
「
東
南
行
一
百
韻
」
に
「
帰
ら
む
こ
と
を
憶
ひ
て
恒
に
惨
憺
、
旧
お
も
た
ち
ま
ち
ち
う
を
懐
ひ
て
忽
ち
踟

」（
憶
レ
帰
恒
惨
憺
、
懐
レ
旧
忽
踟

）、
中
唐
・
元

・
二
む
く
八
七
「
楽
天
の
東
南
行
詩
一
百
韻
に
酬
ゆ
」（
酬
二
楽
天
東
南
行
詩
一
百
韻
一
）
ま
じ
か
ぶ
ら
に
「
国
を
望
み
て
雲
に
参
る
樹
、
家
に
帰
り
て
地
に
満
つ
る
蕪
」（
望
レ
国
参
レ
雲
樹
、
帰
レ
家
満
レ
地
蕪
）
と
あ
る
。
１５２
◆
故
園
来
幾
年＝
「
故
園
」
は
、
旧
苑
。
ま
た
、
故
郷
。『
白
氏
文
集
』
巻
か
ん
し
よ
く
わ
れ
こ
ゑ
ん
こ
の
か
こ
こ
の
た
び
六
十
二
・
三
〇
〇
二
「
寒
食
」
に
「
我
故
園
に
帰
り
て
よ
り
来
た
、
九
度
寒
あ
い
づ
と
こ
ろ
ち
く
わ
ん
と
う
じ
や
う
か
た
は
ら
食
に
逢
ふ
、
故
園
何
れ
の
処
に
か
在
る
、
池
館
東
城
の
側
」（
我
帰
二
故
園
一
来
、
九
度
逢
二
寒
食
一
、
故
園
在
二
何
処
一
、
池
館
東
城
側
）
は
、
白
詩
の
一
例
。
こ
こ
は
、
東
の
京
、
宣
風
坊
に
あ
る
菅
原
氏
邸
内
の
庭
園
。『
菅
家
文
草
』
巻
四
が
い
じ
ん
ふ
・
二
九
三
「
端
午
の
日
、
艾
人
を
賦
す
」（
端
午
日
賦
二
艾
人
一
）
に
「
時
有
り
と
あ
や
こ
こ
ろ
あ
し
ま
か
あ
り
て
戸
に
当
た
り
て
身
を
危
ぶ
め
て
立
て
り
、
意
無
し
故
園
に
脚
に
信
せ
て
行
く
に
」（
有
レ
時
当
レ
戸
危
レ
身
立
、
無
レ
意
故
園
信
レ
脚
行
。『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
―１７―
上
・
夏
・
端
午
・
一
五
六
）。「
来
幾
年
」
は
、
京
の
都
か
ら
や
っ
て
来
て
か
ら
幾
年
に
な
る
だ
ろ
う
か
。『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
諷
諭
・
〇
一
三
三
「
新
豊
の
せ
つ
ぴ
を
う
う
で
こ
折
臂
翁
」（
新
豊
折
臂
翁
）
に
「
翁
に
問
ふ
臂
折
れ
し
よ
り
来
の
か
た
幾
年
ぞ
、
兼
ね
て
問
ふ
折
る
を
致
せ
し
は
何
の
因
縁
ぞ
と
」（
問
レ
翁
臂
折
来
幾
年
、
兼
問
致
レ
折
何
因
縁
）。
１５３
◆
却
尋
初
営
仕＝
（
宣
風
坊
の
菅
家
廊
下
の
思
い
出
に
引
か
れ
て
、）
思
い
が
け
ず
、
京
の
自
宅
に
つ
な
が
る
自
分
の
半
生
の
経
歴
を
回
想
す
る
。「
却
」
は
、
思
い
が
け
ず
、
無
意
識
の
う
ち
に
。
意
外
さ
を
表
す
唐
代
の
俗
語
。「
却
」
の
訓
「
か
は
つ
て
」
は
、
底
本
の
傍
訓
「
カ
ハ
テ
」
に
拠
る
。『
白
氏
文
集
』
巻
ふ
十
四
・
〇
七
〇
八
「
重
ね
て
杏
園
を
尋
ぬ
」（
重
尋
二
杏
園
一
）
に
「
忽
と
憶
ふ
し
き
か
へ
芳
時
頻
り
に
酩
酊
せ
し
こ
と
を
、
却
つ
て
酔
処
を
尋
ね
て
重
ね
て
徘
徊
す
」（
忽
憶
芳
時
頻
酩
酊
、
却
尋
二
酔
処
一
重
徘
徊
）。「
初
営
仕
」
は
、
初
め
て
官
途
に
つ
い
た
頃
の
こ
と
。「
営
仕
」
は
、
不
審
。
平
仄
の
点
か
ら
、「
営
仕
」（
平
仄
）
よ
り
も
、
同
じ
意
味
と
思
わ
れ
る
「
出
仕
」（
仄
仄
。
官
に
仕
え
る
こ
と
の
意
）
と
あ
る
ほ
う
が
よ
い
。「
営
」
に
特
別
の
意
味
を
こ
め
、
単
に
初
出
仕
を
い
う
の
で
は
な
く
、
出
仕
し
た
上
で
営
営
と
そ
の
仕
事
に
休
ま
ず
努
力
し
た
こ
と
を
言
う
た
め
に
使
用
し
た
か
。
存
疑
。
道
真
は
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
一
月
七
日
、
二
十
三
歳
の
時
に
文
章
得
業
生
と
な
り
、
二
月
二
十
九
日
に
正
六
位
下
を
授
け
し
も
つ
け
の
ご
ん
の
し
よ
う
じ
よ
う
ら
れ
、
下
野
権
少
掾
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
１５４
◆
追
計
昔
鑽
堅＝
「
鑽
堅
」
は
、
堅
い
も
の
を
切
る
。
転
じ
て
、
深
く
学
問
す
る
こ
と
。
ま
た
、
学
徳
な
ど
を
仰
ぎ
慕
う
こ
と
。
顔
淵
が
孔
子
を
ほ
め
た
た
え
た
『
論
語
』
の
故
事
に
基
づ
く
。『
論
語
』
巻
五
「
子
罕
第
九
」
に
「
顔
淵
き
ぜ
ん
た
ん
い
こ
れ
い
よ
こ
れ
き
い
よ
喟
然
と
し
て
歎
じ
て
曰
は
く
、
之
を
仰
げ
ば
弥
い
よ
高
く
、
之
を
鑽
れ
ば
弥
い
か
た
よ
堅
し
」（
顔
淵
喟
然
歎
曰
、
仰
レ
之
弥
高
、
鑽
レ
之
弥
堅
）。
こ
こ
は
、
道
真
が
若
い
と
き
深
く
義
理
を
研
究
し
、
節
操
を
み
が
い
た
こ
と
、
儒
者
と
し
て
の
道
を
修
業
し
た
こ
と
を
い
う
。
貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
九
月
十
一
日
の
叙
位
で
は
、
対
策
に
「
中
の
上
」
の
成
績
で
及
第
し
た
道
真
に
対
し
、
一
階
を
加
え
て
正
六
位
上
に
加
叙
し
て
い
て
、
道
真
が
ま
す
ま
す
深
く
学
問
に
努
め
て
い
た
こ
ひ
な
が
く
る
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
九
二
「
日
の
長
き
に
苦
し
わ
か
ひ
し
う
さ
い
た
く
わ
う
い
ん
つ
ね
た
ほ
う
む
」（
苦
二
日
長
一
）
に
「
少
き
日
秀
才
為
り
し
と
き
、
光
陰
常
に
給
ら
ず
、
朋
か
う
げ
ん
せ
う
た
さ
い
し
し
ん
し
ふ
は
い
交
言
笑
を
絶
ち
、
妻
子
親
習
を
廃
す
」（
少
日
為
二
秀
才
一
、
光
陰
常
不
レ
給
、
朋
交
絶
二
言
笑
一
、
妻
子
廃
二
親
習
一
）
と
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
勉
学
に
励
ん
だ
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
。「
鑽
」（
音
、
サ
ン
）
は
、
掘
る
。
う
が
つ
。
穴
を
あ
ひ
き
き
る
う
が
つ
け
る
。『
新

字
鏡
』「
鑽
〈
比
支
々
留
、
宇
加
豆
〉」。『
晋
書
』
巻
九
十
一
・
き
み
が
儒
林
伝
第
六
十
一
・「
虞
喜
伝
」
に
「
堅
を
鑽
り
微
を
研
き
、
及
ば
ざ
る
の
勤
有
り
」（
鑽
レ
堅
研
レ
微
、
有
二
弗
レ
及
之
勤
一
）。『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
六
八
「
宰
て
い
し
う
ご
く
た
い
相
に
拝
せ
ら
る
、
藤
納
言
が
鄭
州
の
玉
帯
を
賜
へ
る
を
謝
し
奉
る
」（
被
レ
拝
二
か
る
が
ゆ
ゑ
ゑ
あ
や
宰
相
一
、
奉
レ
謝
三
藤
納
言
賜
二
鄭
州
玉
帯
一
）
に
「
為
に
彫
り
た
る
文
に
向
か
つ
い
さ
ん
け
ん
ひ
て
相
報
げ
て
道
ふ
、
鑽
堅
の
功
臣
誰
に
か
催
さ
る
る
と
」（
為
向
二
彫
文
一
相
報
道
、
鑽
堅
功
臣
被
二
誰
催
一
）。
せ
い
こ
く
１５５
◆
射
毎
占
正
鵠＝
「
正
鵠
」
は
、
弓
の
ま
と
。
こ
と
の
要
点
。「
正
」
も
「
鵠
」
ま
と
も
、
鳥
の
名
。
一
説
、
正
は
、
布
で
作
っ
た
的
、
鵠
は
皮
で
作
っ
た
的
。
布
製
の
的
の
中
心
に
「
正
」
字
を
画
き
、
賓
射
に
用
い
、
皮
製
の
的
に
「
鵠
」
字
を
画
き
、
大
射
に
用
い
る
。
射
の
道
は
君
子
の
道
に
似
て
い
る
と
さ
れ
、
も
し
正
鵠
に
当
て
損
じ
た
な
ら
、
そ
の
原
因
は
自
分
の
中
に
あ
る
と
さ
れ
、
君
子
の
道
も
ま
た
、
自
分
の
身
を
反
省
し
て
欠
点
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
君
は
ち
い
つ
子
の
道
を
射
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
は
、『
論
語
』
巻
二
「
八

第
三
」
に
「
子
い
い
つ
じ
や
う
し
よ
う
か
し
か
曰
は
く
、
君
子
は
争
ふ
所
無
し
。
必
ず
や
射
か
。
揖
譲
し
て
升
下
し
、
而
う
―１８―
し
て
飲
ま
し
む
。
其
の
争
ひ
や
君
子
な
り
」（
子
曰
、
君
子
無
レ
所
レ
争
。
必
也
射
乎
。
揖
譲
而
升
下
、
而
飲
。
其
争
也
君
子
）、
ま
た
、『
中
庸
』
第
三
段
・
第
い
し
や
一
小
段
・
第
三
節
（
朱
子
章
句
第
十
四
章
）
に
「
子
曰
は
く
、『
射
は
君
子
に
こ
れ
せ
い
こ
く
し
つ
こ
れ
そ
み
は
ん
き
う
似
た
る
こ
と
有
り
。
諸
を
正
鵠
に
失
す
れ
ば
、
諸
を
其
の
身
に
反
求
す
』
と
」
（
子
曰
、
射
有
レ
似
二
乎
君
子
一
。
失
二
諸
正
鵠
一
、
反
二
－
求
諸
其
身
一
。『
藝
文
類
聚
』
巻
七
十
四
・
巧
藝
部
・
射
「
礼
記
曰
、
…
」）
と
見
え
る
。
大
系
本
補
注
で
、
あ
し
る
し
川
口
久
雄
先
生
は
、「
前
田
家
本
菅
家
伝
に
「
策
を
射
て
鵠
に
中
つ
る
の
徴
な
り
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
こ
こ
は
直
接
に
は
対
策
及
第
す
る
意
で
五
〇
の
末
句
に
照
応
す
る
。
菅
家
伝
や
北
野
天
神
縁
起
に
お
け
る
都
良
香
邸
の
弓
術
を
競
う
説
話
は
こ
の
句
に
も
と
づ
い
て
、
後
世
組
織
し
直
さ
れ
た
伝
説
で
、
仏
伝
に
お
け
る
悉
達
太
子
の
弓
術
を
競
う
説
話
が
投
影
し
た
も
の
。
以
下
二
句
（
１５５
・
１５６
句
）
は
、
君
子
と
し
て
、
政
治
家
と
し
て
、
儒
家
の
立
場
を
誤
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。」
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
は
、
省
試
を
受
験
す
る
こ
と
を
「
射
鵠
」
と
い
い
、
対
策
に
及
第
す
る
こ
と
を
「
正
鵠
を
射
る
」
と
い
う
。『
菅
家
文
草
』
巻
一
・
五
〇
「
王
大
夫
の
対
策
及
第
を
賀
す
る
作
に
和
し
奉
る
。〈
韻
を
次
ぐ
〉」
い
（
奉
レ
和
下
王
大
夫
賀
二
対
策
及
第
一
之
作
上
。〈
次
レ
韻
〉）
の
尾
聯
に
「
道
ふ
こ
と
な
よ
く
わ
ん
り
や
う
い
つ
し
と
け
い
莫
成
功
能
く
管
領
す
と
、
一
枝
の
蠹
桂
家
君
に
謝
す
」（
莫
レ
道
成
功
能
管
領
、
一
枝
蠹
桂
謝
二
家
君
一
）。『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
詩
序
二
・
論
文
・
紀
在
昌
「
北
堂
漢
書
の
竟
宴
に
史
を
詠
じ
蘇
武
を
得
た
り
」（
北
堂
漢
書
竟
宴
詠
レ
史
得
二
蘇
あ
と
か
さ
て
う
り
よ
う
せ
い
武
一
）
に
「
学
士
射
鵠
の
業
跡
を
累
ね
、

龍
の
才
性
を
陶
す
」（
学
士
射
鵠
之
業
累
レ
跡
、

龍
之
才
陶
レ
性
）。
な
お
、
都
良
香
邸
で
弓
術
を
競
う
説
話
と
は
、
道
真
二
十
六
歳
の
時
に
、
師
の
都
良
香
の
邸
に
お
い
て
弓
射
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
道
真
の
武
技
が
優
れ
て
い
て
、
的
に
す
べ
て
当
た
り
、
皆
驚
嘆
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
１５６
◆
烹
寧
懐
小
鮮＝
「
小
鮮
」
は
、
小
さ
い
魚
。
こ
ざ
か
な
。『
老
子
』「
居
位
た
い
こ
く
せ
う
せ
ん
に
ご
と
も
つ
第
六
十
」
に
「
大
国
を
治
む
る
に
は
、
小
鮮
を
烹
る
が
若
く
す
。
道
を
以
て
の
ぞ
そ
き
し
ん
天
下
に
莅
め
ば
、
其
の
鬼
も
神
な
ら
ず
」（
治
二
大
国
一
若
レ
烹
二
小
鮮
一
。
以
レ
道
莅
二
天
下
一
、
其
鬼
不
レ
神
）
と
あ
り
、
小
魚
を
煮
る
場
合
、
急
い
で
火
を
強
く
し
た
り
、
か
き
ま
わ
し
た
り
す
る
と
、
小
魚
は
そ
の
肉
が
く
ず
れ
て
形
を
失
い
、
味
を
損
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
箸
で
あ
ち
こ
ち
つ
つ
き
ま
わ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
が
、
政
治
を
行
う
場
合
に
も
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
政
治
家
は
些
少
な
こ
と
を
つ
つ
く
よ
う
な
こ
と
は
避
け
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。
国
を
治
め
る
の
に
人
為
を
用
い
す
ぎ
る
と
よ
く
治
ま
ら
な
い
の
で
、
無
為
の
政
治
を
す
る
べ
き
だ
と
ゆ
ゑ
や
い
う
こ
と
。『
荘
子
』
外
篇
・「
在
宥
第
十
一
」
に
「
故
に
君
子
已
む
を
得
ず
し
り
ん
い
む
ゐ
し
な
て
、
天
下
に
臨
莅
す
れ
ば
、
無
為
に
若
く
は
莫
し
」（
故
君
子
不
レ
得
レ
已
、
而
ら
う
し
臨
二
－
莅
天
下
一
、
莫
レ
若
二
無
為
一
）。『
淮
南
子
』
巻
十
一
「
斉
俗
訓
」
に
「
老
子
い
た
い
こ
く
を
さ
せ
う
せ
ん
に
ご
と
く
わ
ん
ゆ
う
な
も
の
い
曰
は
く
、
大
国
を
治
む
る
は
小
鮮
を
烹
る
が
若
し
と
。
寛
裕
を
為
す
者
は
曰
し
ば
み
だ
な
こ
く
さ
く
な
も
の
い
そ
か
ん
さ
ん
は
く
、
数
し
ば
撓
す
こ
と
勿
か
れ
と
。
刻
削
を
為
す
者
は
曰
は
く
、
其
の

酸
い
た
を
致
す
の
み
と
」（
老
子
曰
、
治
二
大
国
一
若
レ
烹
二
小
鮮
一
。
為
二
寛
裕
一
者
曰
、
勿
二
数
撓
一
。
為
二
刻
削
一
者
曰
、
致
二
其

酸
一
而
已
矣
）
と
、
老
子
の
言
葉
の
解
釈
が
示
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
老
子
の
言
葉
を
解
釈
し
て
、
寛
容
の
政
治
を
行
う
者
と
、
酷
薄
の
政
治
を
行
う
者
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
、
前
者
は
、
た
び
た
び
か
き
ま
わ
す
こ
と
の
な
い
放
任
の
政
治
を
行
い
、
後
者
は
塩
味
か
酸
味
で
味
付
け
を
す
る
よ
う
な
為
政
者
の
意
の
ま
ま
に
従
わ
せ
る
政
治
を
行
う
こ
と
と
解
釈
す
る
と
し
て
い
る
。
道
真
は
も
ち
ろ
ん
、
前
者
の
寛
容
の
政
治
を
し
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
六
と
し
わ
れ
の
ぞ
二
「
丙
午
の
歳
、
四
月
七
日
、
予
初
め
て
境
に
莅
み
、
州
の
府
を
巡
視
せ
り
。まど
…
」（
丙
午
之
歳
、
四
月
七
日
、
予
初
莅
レ
境
、
巡
二
－
視
州
府
一
。
…
）
に
「
魂
迷
―１９―
く
つ
わ
つ
か
た
ふ
つ
た
な
た
き
ぎ
あ
ひ
て
轡
を
案
ず
れ
ば
羸
れ
た
る
馬

れ
ぬ
、
手
拙
く
し
て
薪
を
揚
ぐ
れ
ば
小
た
だ
鮮
爛
れ
た
り
」（
魂
迷
案
レ
轡

二
羸
馬
一
、
手
拙
揚
レ
薪
爛
二
小
鮮
一
）。『
本
朝
文
粋
』
巻
六
・
奏
状
中
・
申
二
官
爵
一
〈
付
申
二
執
政
人
一
〉・
一
五
一
・
菅
三
品
（
菅
こ
と
か
う
む
う
つ
原
文
時
）「
殊
に
天
恩
を
蒙
り
て
山
城
守
に
遷
し
近
江
権
守
（
介
）
に
兼
任
せ
ら
れ
む
こ
と
を
請
ふ
状
」（
請
丁
殊
蒙
二
天
恩
一
被
丙
遷
二
山
城
守
一
兼
乙
－
任
近
江
権
守
（
介
）
甲
状
）
に
「
右
道
風
、
謹
ん
で
近
代
拝
除
の
例
を
検
す
る
に
、
当
寮
の
頭
は
う
せ
ん
あ
づ
か
よ
り
、
四
品
の
営
爵
に
登
る
者
、
年
暦
を
改
め
ず
、
一
国
の
烹
鮮
に
預
る
」（
右
道
風
、
謹
検
二
近
代
拝
除
之
例
一
、
自
二
当
寮
頭
一
、
登
二
四
品
之
営
爵
一
者
、
不
レ
改
二
年
暦
一
、
預
二
一
国
之
烹
鮮
一
焉
）。『
礼
記
』
巻
十
二
「
内
則
」
に
「
冬
は
鮮
か
う
せ
ん
羽
に
宜
し
く
、
膏
羶
を
膳
に
す
」（
冬
宜
二
鮮
羽
一
、
膳
二
膏
羶
一
）、
注
に
「
鮮
は
生
魚
な
り
。
羽
は
雁
な
り
」（
鮮
生
魚
也
。
羽
雁
也
）。『
職
原
鈔
』
下
「
諸
国
」
こ
れ
こ
れ
は
う
せ
ん
に
「
凡
そ
国
司
の

、
和
漢
之
を
重
ん
ず
、
此
を
烹
鮮
の
職
と
云
ふ
。
又
分
憂
の
官
と
云
ふ
」（
凡
国
司
之

、
和
漢
重
レ
之
、
此
云
二
烹
鮮
之
職
。
又
云
二
分
憂
之
官
）。「
烹
鮮
」
は
、
国
政
を
処
理
す
る
こ
と
。
後
世
の
偽
書
『
菅
家
遺
誡
』
に
「
神
風
の
奥
は
格
に
合
ふ
吏
幹
の
刺
史
を

び
て
、
甲
乙
左
右
の
民
役
無
く
、
は
う
せ
ん
烹
鮮
省
槐
の
愛
を
専
ら
に
す
」（
神
風
之
奥

二
合
レ
格
吏
幹
之
刺
史
一
、
無
二
甲
乙
左
右
之
民
役
一
、
専
二
烹
鮮
省
槐
之
愛
一
）。「
懐
」
字
、
貞
享
版
本
「
壊
」
字
に
作
る
。
１５７
◆
東
堂
一
枝
折＝
「
東
堂
」
は
、
晋
の
宮
殿
の
東
方
の
堂
で
、
試
験
場
の
こ
し
ん
じ
も
ん
じ
よ
う
し
よ
う
も
ん
じ
よ
う
と
く
ご
う
し
よ
う
と
。
官
吏
登
用
試
験
に
及
第
し
て
、
進
士
（
文
章
生
）
や
秀
才（
文
章
得
業
生
）
げ
き
し
ん
と
な
る
こ
と
を
「
月
の
桂
を
折
る
」
と
い
う
。
晋
の
郤

の
故
事
に
拠
る
。
郤

は
武
帝
の
泰
始
年
中
（
二
六
五
年
〜
二
七
四
年
）
に
対
策
及
第
し
た
。
雍
州
刺
史
に
任
命
さ
れ
赴
任
す
る
時
、
武
帝
が
東
堂
で
見
送
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
郤
な
な

は
、「
臣
は
賢
良
に
挙
げ
ら
れ
、
対
策
し
て
天
下
第
一
と
為
れ
る
も
、
猶
ほ
桂
林
の
一
枝
、
崑
山
の
片
玉
の
ご
と
し
」（
臣
挙
二
賢
良
一
、
対
策
為
二
天
下
第
一
一
。
猶
二
桂
林
之
一
枝
、
崑
山
之
片
玉
一
）
と
謙
遜
し
た
（『
晋
書
』
巻
五
十
二
・
列
伝
二
十
二
「
郤

伝
」）。
道
真
が
天
安
三
年
（
八
五
九
。
貞
観
元
）、
十
五
歳
を
で
元
服
し
た
時
、
母
が
詠
ん
だ
歌
に
、「
久
方
の
月
の
桂
も
折
る
ば
か
り
家
の
風
を
も
吹
か
せ
て
し
が
な
」（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
八
・
雑
上
・
四
七
三
。
詞
書
は
は
よ
「
菅
原
の
大
臣
、
か
う
ぶ
り
し
侍
り
け
る
夜
、
母
の
詠
み
侍
り
け
る
」）
と
あ
る
。
道
真
は
、
貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）、
二
十
六
歳
の
と
き
文
章
得
業
生
方
略
試
を
受
験
し
、
対
策
及
第
し
た
。
こ
の
こ
と
を
指
し
て
、「（
桂
の
）
一
枝
を
折
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
方
略
策
の
答
案
は
、『
菅
家
文
草
』
巻
八
・
対
策
・
五
六
ぶ
ん
し
ん
じ
あ
ら
六
、
五
六
七
に
見
え
る
。『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
六
四
「
文
進
士
が
新
た
に
た
づ
と
及
第
し
て
、
老
母
を
拝
辞
し
て
、
旧
師
を
尋
ね
訪
ひ
し
こ
と
を
謝
す
」（
謝
下
文
い
な
け
い
を
進
士
新
及
第
、
拝
二
－
辞
老
母
一
、
尋
中
－
訪
旧
師
上
）
に
「
春
月
辞
び
ず
高
く
桂
を
折
し
う
ふ
う
ひ
ら
る
こ
と
を
、
秋
風
力
有
り
遠
く
雲
を
披
く
に
」（
春
月
不
レ
辞
高
折
レ
桂
、
秋
風
有
レ
力
遠
披
レ
雲
）。
１５８
◆
南
海
百
城
専＝
讃
岐
守
と
な
っ
て
任
地
に
下
り
、
讃
州
の
多
く
の
町
や
村
を
治
め
た
。「
南
海
」
は
、
南
海
道
で
、
こ
こ
は
そ
の
う
ち
の
讃
岐
国
を
指
す
。
道
真
は
、
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
四
十
二
歳
、
讃
岐
国
司
赴
任
が
決
ま
っ
て
以
来
、
讃
岐
の
こ
と
を
「
南
海
」
と
言
う
こ
と
が
多
い
。『
菅
家
文
草
』
巻
三
・
も
つ
こ
れ
一
九
〇
「
故
人
の
書
を
得
て
、
詩
を
以
て
之
に
答
ふ
」（
得
二
故
人
書
一
、
以
レ
詩
た
い
へ
ど
あ
ゆ
い
た
答
レ
之
）
に
「
身
を
寄
す
る
南
海
為
る
こ
と
を
苦
し
ぶ
と
雖
も
、
歩
び
を
投
せ
な
か
へ
り
ば
猶
ほ
安
ら
か
に
北
堂
を
省
み
る
」（
寄
レ
身
雖
レ
苦
レ
為
二
南
海
一
、
投
レ
歩
猶
安
省
二
北
堂
一
）
は
、
そ
の
一
例
（
他
に
、『
菅
家
文
草
』
巻
三
・
一
八
四
、
一
八
七
、
一
九
八
、
二
一
二
、
巻
四
・
二
六
四
、
二
六
五
、
二
七
九
）。「
百
城
を
専
ら
に
す
」
と
は
、（
書
万
巻
を
座
右
に
置
く
か
わ
り
に
）
百
城
を
治
め
た
、
の
―２０―
意
。「
専
城
」
は
、
一
城
の
権
を
専
ら
に
す
る
こ
と
で
、
地
方
長
官
（
国
司
）
と
る
い
ば
け
ん
と
く
る
い
け
だ
な
る
こ
と
。『
文
選
』
巻
五
十
七
・
誄
・
潘
岳
「
馬

督
の
誄
一
首
」
に
「
蓋
も
つ
さ
し
十
を
以
て
数
へ
、
符
を
剖
き
城
を
専
ら
に
す
る
」（
蓋
以
レ
十
数
、
剖
レ
符
専
レ
い
城
）、
李
善
注
「
古
楽
府
の
『
日
出
東
南
隅
』
に
曰
は
く
、『
三
十
に
し
て
侍
中
郎
、
四
十
に
し
て
城
を
専
ら
に
し
て
居
り
』」（
古
楽
府
日
出
東
南
隅
曰
、
三
十
侍
中
郎
、
四
十
専
レ
城
居
）。『
拾
芥
抄
』
中
本
・
第
三
官
位
唐
名
部
・「
唐
名
大
略
」
に
「
受
領
〈
…
専
城
…
〉」。『
白
氏
文
集
』
巻
十
七
・
一
〇
九
三
「
初
め
ひ
つ
て
刺
史
の
緋
を
著
け
、
友
人
の
贈
ら
れ
し
に
答
ふ
」（
初
著
二
刺
史
緋
一
、
答
二
友
人
見
一レ
贈
）
に
「
故
人
安
慰
し
て
善
く
辞
を
為
す
、
五
十
に
し
て
城
を
専
ら
に
い
ま
す
る
は
道
未
だ
遅
か
ら
ず
と
」（
故
人
安
慰
善
為
レ
辞
、
五
十
専
レ
城
道
未
レ
遅
）
は
、
白
詩
の
一
例
。
道
真
は
、
讃
岐
守
に
任
じ
た
こ
と
を
「
専
城
」
と
い
う
。
『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
九
二
「
日
の
長
き
に
苦
し
む
」（
苦
二
日
長
一
）
に
「
忽
か
た
じ
け
な
む
な
た
め
ち
に
専
城
の
任
を
忝
く
し
て
、
空
し
く
為
に
中
路
に
泣
く
」（
忽
忝
二
専
城
任
一
、
空
為
中
路
泣
）。
１５９
◆
祖
業
儒
林
聳＝
私
は
、
父
祖
以
来
の
学
問
を
受
け
継
い
で
、
儒
家
の
人
々
の
間
に
高
く
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
前
前
句
（
１５７
句
）
を
う
け
る
。「
祖
業
」
は
、
祖
先
が
開
き
、
残
し
伝
え
た
事
業
。
先
祖
の
功
業
。『
文
選
』
巻
三
十
七
・
表
で
い
か
う
す
す
せ
い
そ
う
上
・
孔
融
「
禰
衡
を
薦
む
る
表
一
首
」（
薦
二
禰
衡
一
表
一
首
）
に
「
昔
世
宗
統
ま
さ
を
継
ぎ
、
将
に
祖
業
を
弘
め
む
と
す
」（
昔
世
宗
継
レ
統
、
将
レ
弘
二
祖
業
一
）、
李
い
え
ふ
え
ふ
善
注
「
班
固
が
漢
書
紀
述
に
曰
は
く
、
世
宗
曄
曄
と
し
て
、
祖
業
を
弘
め
む
こ
と
を
思
ふ
」（
班
固
漢
書
紀
述
曰
、
世
宗
曄
曄
、
思
レ
弘
二
祖
業
一
）。『
漢
書
』
巻
六
十
四
・
厳
朱
吾
丘
主
父
徐
厳
終
王
賈
伝
第
三
十
四
下
「
終
軍
伝
」
に
「
必
ず
明
聖
の
潤
色
を
待
ち
、
祖
業
無
窮
に
伝
は
る
」（
必
待
二
明
聖
潤
色
一
、
祖
業
伝
二
於
無
窮
一
）。『
政
事
要
略
』
巻
三
十
・
年
中
行
事
・「
御
画
事
〈
附
阿
衡
事
〉」
の
仁
和
四
年
（
八
八
八
）「
昭
宣
公
〔
藤
原
基
経
〕
に
奉
る
書
」（
奉
二
昭
宣
公
一
書
）
ま
か
か
や
か
に
「
声
価
亦
た
も
世
人
に
嚇
す
に
祖
業
を
以
て
す
」（
声
価
亦
嚇
二
世
人
一
以
二
祖
業
一
）。
な
お
、
道
真
は
、
地
方
官
と
し
て
南
海
の
讃
岐
国
に
赴
任
す
る
こ
と
（「
分
憂
」
に
さ
れ
た
こ
と
）
が
、
左
遷
人
事
と
噂
す
る
者
も
い
て
、「
祖
業
」
で
あ
る
儒
者
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
著
し
く
傷
つ
け
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
た
。
は
な
む
け
お
の
『
菅
家
文
草
』
巻
三
・
一
八
七
「
北
堂
の
餞
の
宴
、
各
お
の
一
字
を
分
か
つ
」（
北
ま
さ
あ
き
だ
そ
ね
堂
餞
宴
、
各
分
二
一
字
一
）
に
「
我
は
将
に
南
海
に
風
煙
に
飽
ら
む
、
更
に
妬
い
つ
ら
お
や
わ
ざ
む
他
人
の
左
遷
な
り
と
道
は
む
こ
と
を
、
倩
つ
ら
憶
ふ
分
憂
は
祖
よ
り
の
業
に
あ
ら非
ぬ
こ
と
を
、
徘
徊
す
孔
聖
廟
門
の
前
」（
我
将
三
南
海
飽
二
風
煙
一
、
更
妬
他
人
道
二
左
遷
一
、
倩
憶
分
憂
非
二
祖
業
一
、
徘
徊
孔
聖
廟
門
前
）。
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
こ
と
も
同
じ
く
、
道
真
の
プ
ラ
イ
ド
を
大
い
に
傷
つ
け
た
に
違
い
な
い
。
道
真
が
「
祖
業
」
と
言
う
儒
門
（
学
問
の
家
）
に
な
っ
た
の
は
、
実
は
そ
う
古
は
じ
の
す
く
ね
ふ
る
ひ
と
は
じ
い
こ
と
で
は
な
く
、
曾
祖
父
の
土
師
宿
禰
古
人
か
ら
で
、
土
師
を
改
め
て
菅
は
じ
き
原
の
姓
と
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
認
め
ら
れ
、
土
師
器
造
り
か
ら
儒
門
に
転
身
し
て
い
る
（『
続
日
本
紀
』
桓
武
天
皇
・
天
応
元
年
（
七
八
一
）
六
月
二
十
五
日
条
）。「
儒
林
」
は
、
儒
学
者
の
仲
間
。
儒
学
者
の
社
会
。『
史
記
』
巻
一
三
し
ゆ
つ
よ
け
い
し
し
や
う
じ
よ
た
つ
と
な
た
〇
「
太
史
公
自
序
」
に
「
孔
子
卒
し
て
自
り
、
京
師
庠
序
を
崇
ぶ
莫
く
、
唯
さ
ん
ぢ
よ
だ
建
元
・
元
狩
の
間
の
み
、
文
辞
粲
如
た
り
。
儒
林
列
伝
を
作
る
」（
自
二
孔
子
卒
一
、
京
師
莫
レ
崇
二
庠
序
一
、
唯
建
元
元
狩
之
間
、
文
辞
粲
如
也
。
作
二
儒
林
列
わ
れ
し
じ
や
う
ゑ
ん
伝
一
）。『
菅
家
文
草
』
巻
二
・
一
二
〇
「
予
、
詩
情
怨
を
作
り
た
る
後
、
…
」（
予
か
げ
ふ
ね
ん
そ
も
と
し
く
わ
作
二
詩
情
怨
一
之
後
、
…
）
に
「
家
業
年
租
本
詩
を
課
す
」（
家
業
年
租
本
課
レ
な
り
わ
い
詩
。
口
訳
「
我
が
家
は
先
祖
代
々
、
年
々
の
租
税
の
ご
と
く
作
詩
を
業
と
し
て
き
た
」）。『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
四
三
「
駅
楼
の
壁
に
題
す
」（
題
二
駅
楼
さ
ん
し
う
し
し
も
と
し
じ
ん
壁
一
）
に
「
讃
州
刺
史
本
詩
人
」（
讃
州
刺
史
本
詩
人
。
口
訳
「
讃
岐
守
菅
原
道
―２１―
真
と
い
う
人
は
、
も
と
も
と
地
方
官
吏
な
ど
で
は
な
く
、
詩
人
で
あ
る
」）。『
菅
家
文
草
』
巻
十
・
六
二
九
「
右
大
臣
の
職
を
辞
す
る
第
一
表
」（
辞
二
右
大
臣
職
一
あ
ら
こ
第
一
表
）
に
「
臣
が
地
は
貴
種
に
非
ず
、
家
は
是
れ
儒
林
」（
臣
地
非
二
貴
種
一
、
た
て
ま
つ
家
是
儒
林
）。『
菅
家
後
集
』
四
六
九
前
・
醍
醐
天
皇
「
右
丞
相
の
家
の
集
を
献
い
に
し
へ
こ
こ
ん
る
を
見
る
」（
見
三
右
丞
相
献
二
家
集
一
）
に
「
門
風
は
古
よ
り
是
れ
儒
林
、
今
に
ち
こ
と
ご
と
こ
が
ね
日
の
文
華
は
皆
尽
く
に
金
な
り
」（
門
風
自
レ
古
是
儒
林
、
今
日
文
華
皆
尽
金
）。
た
て
ま
つ
貞
享
版
本
『
菅
家
後
集
』
奏
状
・
六
七
四
「
家
集
を
献
る
状
」（
献
二
家
集
一
状
）
お
も
む
み
た
ひ
さ
に
「
臣
伏
し
て
惟
る
に
臣
が
家
儒
林
文
苑
為
る
こ
と
尚
し
。
臣
が
位
三
品
に
つ
か
さ
あ
ひ
あ
ら
登
り
、
官
丞
相
に
至
る
、
豈
に
父
祖
が
余
慶
の
延
き
及
ぶ
所
に
非
ず
や
」（
臣
伏
惟
臣
家
為
二
儒
林
文
苑
一
尚
矣
。
臣
之
位
登
二
三
品
一
、
官
至
二
丞
相
一
、
豈
非
三
父
祖
余
慶
之
所
二
延
及
一
乎
）。
こ
の
ほ
か
に
も
、
道
真
が
自
ら
を
「
儒
林
」
の
一
員
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
、『
菅
家
文
草
』
巻
一
・
七
六
「
海
上
も
あ
は
の
月
夜
」（
海
上
月
夜
）
に
「
若
し
往
来
し
て
勝
境
を
憐
れ
ば
し
め
ま
し
か
ば
、
ゑ
つ
し
う
え
ひ
と
り
じ
ゆ
か
越
州
買
ふ
こ
と
得
な
ま
し
一
の
儒
家
を
」（
若
放
三
往
来
憐
二
勝
境
一
、
越
州
買
得
一
儒
家
）、『
菅
家
文
草
』
巻
二
・
一
二
五
「
白
菊
の
花
に
題
す
」（
題
二
白
菊
く
さ
む
ら
じ
ゆ
か
い
さ
ご
花
一
）
に
「
寒
き
叢
養
ふ
こ
と
得
た
り
小
さ
き
儒
家
、
雨
過
ぎ
て
白
き
沙
に
た
み
よ
ろ
亜
る
る
を
看
る
に
宜
し
」（
寒
叢
養
得
小
儒
家
、
過
レ
雨
宜
レ
看
レ
亜
二
白
沙
一
）、『
菅
家
後
集
』
四
七
七
「
楽
天
が
北
窓
三
友
と
い
ふ
詩
を
詠
む
」（
詠
二
楽
天
北
窓
三
こ
び
き
ん
し
か
う
つ
く
し
び
友
詩
一
）
に「
彼
は
是
れ
微
禽
我
れ
は
儒
者
、而
る
を
我
れ
は
彼
が
慈
多
き
に
し如
か
ず
」（
彼
是
微
禽
我
儒
者
、
而
我
不
レ
如
二
彼
多
一レ
慈
）
等
、
多
数
見
え
る
。
「
聳
」（
音
、
シ
ョ
ウ
）
は
、
そ
び
え
る
。
高
く
立
つ
。
そ
そ
り
立
つ
。『
新

そ
び
け
字
鏡
』「
聳
〈
曽
比
介
〉」。『
類
聚
名
義
抄
』「
聳
〈
ソ
ビ
ク
、
タ
カ
シ
、
タ
ナ
ビ
ク
、
…
〉」。
１６０
◆
州
功
吏
部
銓＝
讃
州
刺
史
（
国
守
）
と
し
て
在
任
四
年
、
功
績
を
あ
げ
た
こ
と
は
吏
部
省
、
即
ち
式
部
省
の
役
人
も
よ
く
調
べ
て
知
っ
て
い
る
。
道
真
は
、
讃
岐
国
守
の
任
期
が
残
り
一
年
を
切
っ
た
、
前
年
の
五
月
、
端
午
の
日
に
、
私
ち
つ
ま
ん
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
秩
満
（
任
期
一
杯
）
ま
で
立
派
に
務
め
を
果
た
し
、
名
を
汚
す
こ
と
は
潔
し
と
し
な
い
と
言
っ
て
い
た
（『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
が
い
じ
ん
ふ
た
と
九
三
「
端
午
の
日
、
艾
人
を
賦
す
」（
端
午
日
賦
二
艾
人
一
）
に
「
縦
ひ
筋
骨
を
た焚
く
と
も
名
を
焚
か
じ
」（
縦
焚
二
筋
骨
一
不
レ
焚
レ
名
））。
ま
た
、
名
声
と
と
も
に
、
絶
え
ず
任
期
中
の
功
績
に
つ
い
て
も
気
に
か
け
て
い
た
。『
菅
家
文
草
』
巻
ま
つ
り
ご
と
よ
お
三
・
二
一
九
「
行
春
詞
」
に
「
政
拙
き
に
縁
り
て
声
名
の
墜
つ
る
な
る
べ
あ
あ
ぜ
ん
さ
い
の
ぼ
し
、
豈
に
敢
へ
て
功
成
り
善
最
に
昇
ら
め
や
」（
応
下
縁
二
政
拙
一
声
名
墜
上
、
豈
わ
れ
む
か
し
敢
功
成
善
最
昇
）。『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
九
一
「
予
、
曾
経
、
群
臣
の
花
鳥
ふ
も
つ
共
に
春
に
逢
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
と
聞
く
の
詩
を
以
て
、
前
濃
州
田
別
駕
に
寄
せ
上
れ
り
。
…
」（
予
曾
経
以
下
聞
三
群
臣
賦
二
花
鳥
共
逢
一レ
春
之
詩
上
、
寄
二
－
上
ゆ
め
ゆ
め
と
も
前
濃
州
田
別
駕
一
。
…
）
に
「
努
力
明
く
る
春
友
を
求
め
て
到
り
な
ば
、
一
枝
も
と
の
巣
は
旧
の
丘
園
に
在
ら
む
」（
努
力
明
春
求
レ
友
到
、
一
枝
巣
在
二
旧
丘
園
一
）、
わ
ち
つ
自
注
「
…
余
れ
此
の
冬
秩
満
つ
。
功
過
知
り
難
し
、
故
に
云
ふ
」（
…
余
此
冬
秩
満
。
功
過
難
レ
知
、
故
云
）。『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
九
六
「
納
涼
の
小
宴
」
も
だ
い
ま
（
納
涼
小
宴
）
に
「
此
の
時
何
の
悶
ゆ
る
事
ぞ
、
官
満
つ
れ
ど
も
未
だ
功
を
成
さ
ざ
る
こ
と
」（
此
時
何
悶
事
、
官
満
未
レ
成
レ
功
）。『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
三
せ
ん
た
ん
ふ
お
の
二
八
「
九
日
宴
に
侍
り
て
、
同
じ
く
仙
潭
の
菊
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
。
各
お
の
一
字
を
分
か
つ
、
製
に
応
ず
」（
九
日
侍
レ
宴
、
同
賦
二
仙
潭
菊
一
。
各
分
二
一
字
一
、
し
か
こ
と
ぶ
き
か
へ
は
応
レ
製
）
に
「
賜
嘉
一
束
寿
千
歳
、
還
り
て
愧
づ
ら
く
は
功
無
く
し
て
天
の
さ
い
は
ひ
く
だ
祉
を
降
さ
む
こ
と
を
」（
賜
嘉
一
束
寿
千
歳
、
還
愧
無
レ
功
天
降
レ
祉
）。
こ
の
よ
う
に
、
道
真
は
、
讃
岐
国
司
の
任
期
を
終
え
る
に
あ
た
り
、「
功
」
の
有
無
を
た
い
へ
ん
気
に
か
け
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
後
に
、
寛
平
九
年
（
八
九
―２２―
七
）
七
月
三
日
、
宇
多
天
皇
が
三
十
一
歳
で
皇
太
子
敦
仁
親
王
（
醍
醐
天
皇
）
に
譲
位
す
る
に
あ
た
っ
て
、
道
真
の
こ
と
を
「
忠
臣
」
で
あ
り
「
新
君
の
功
臣
」
で
あ
る
と
言
い
、
新
君
（
醍
醐
天
皇
）
に
「
人
の
功
は
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
訓
誡
し
て
い
る
こ
と
と
重
な
る
（『
寛
平
御
遺
誡
』「
右
大
将
菅
原
朝
臣
、
是
鴻
儒
也
。
…
惣
而
言
レ
之
、
菅
原
朝
臣
非
二
朕
之
忠
臣
一
、
新
君
之
功
臣
乎
。
人
功
不
レ
可
レ
忘
。
新
君
慎
レ
之
云
々
」）。「
州
功
」
は
、
州
を
治
め
た
功
績
。「
州
」
は
、
く
に国
。
こ
こ
で
は
讃
州
、
す
な
わ
ち
讃
岐
国
。『
類
聚
名
義
抄
』「
州
〈
ク
ニ
〉」。
「
吏
部
」
は
、
式
部
省
の
唐
名
。『
拾
芥
抄
』
中
本
「
第
三
官
位
唐
名
部
」
に
「
式
（
吏
）
部

〈
式
部
省
、
李
部
省
、
天
官
〔
周
礼
〕、
吏
部
尚
書
、
大
常

、
李
部
大
尚

〉」。『
運
歩
色
葉
集
』「
李
部
リ
ホ
ウ
式
部
唐
名
」。「
銓
」（
音
、
セ
ン
）
は
、
は
か
り
。
は
か
る
。
は
か
り
え
ら
ぶ
。『
類
聚
名
義
抄
』「
銓
〈
ハ
カ
リ
、
ハ
カ
ル
、
サ
ト
ル
、
カ
ラ
ハ
カ
リ
、
ア
キ
ラ
カ
ニ
、
ア
ラ
ハ
ナ
リ
〉」。「
銓
衡
」（
人
物
・
才
能
な
ど
を
は
か
り
調
べ
る
こ
と
）
の
意
。
式
部
省
は
、
礼
式
、
き
ん
だ
及
び
文
官
の
名
帳
、
考
課
（
職
務
の
勤
惰
、
品
行
の
良
否
を
取
り
調
べ
て
、
太
政
官
に
上
申
す
る
こ
と
）、
選
叙
（
官
を
授
け
位
を
叙
す
）、
及
び
校
定
勲
績
、
論
考
封
賞
等
を
掌
り
、
大
学
寮
を
支
配
す
る
（『
令
』
巻
二
「
職
員
令
第
二
」）。
せ
ん
か
う
ぬ
き
『
令
』
巻
五
「
考
課
令
第
十
四
」
に
「
人
物
を
銓
衡
し
、
才
能
を
擢
ん
で
尽
く
せ
ば
、
式
部
の
最
と
為
よ
」（
銓
二
－
衡
人
物
一
、
擢
二
－
尽
才
能
一
、
為
二
式
部
之
最
一
）。
前
前
句
（
１５８
句
）
を
う
け
る
。
讃
岐
よ
り
秩
満
ち
て
帰
京
し
て
、
道
真
は
寛
平
三
年
（
八
九
一
）
三
月
九
日
、
式
部
少
輔
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
四
年
に
二
階
級
特
進
し
て
従
四
位
下
の
参
議
に
、
そ
の
三
年
後
の
七
年
十
月
二
十
六
日
に
は
、
五
十
一
歳
で
実
に
四
階
級
昇
進
し
て
従
三
位
中
納
言
に
躍
進
し
て
い
る
。
道
真
がむく
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
中
唐
・
元

・
二
八
七
「
楽
天
の
東
南
行
詩
一
百
韻
に
酬
せ
ん
か
う
が
さ
ん
ゆ
」（
酬
二
楽
天
東
南
行
詩
一
百
韻
一
）
に
「
科
試
す
詮
衡
の
局
、
衙
参
す
典
校
ち
ゆ
う
の
厨
」（
科
試
詮
衡
局
、
衙
参
典
校
厨
）。
【
大
意
】
め
ひ
つ
じ
１４１
こ
こ
で
の
私
の
生
活
は
、
牝
羊
が
足
が
悪
い
上
に
、
逃
げ
出
さ
ぬ
よ
う
つ
な
が
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
私
に
自
由
は
全
く
な
く
、
１４２
ま
た
、
病
気
で
か
さ
の
で
き
た
雀
が
、
そ
の
上
に
手
な
え
に
な
っ
て
飛
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
で
、
ど
こ
に
行
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
め
ひ
つ
じ
１４３
つ
な
が
れ
た
足
の
悪
い
牝
羊
は
、
せ
め
て
垣
根
の
外
に
出
た
い
と
願
い
、
１４４
手
な
え
と
な
っ
て
か
さ
の
で
き
た
雀
は
、
せ
い
ぜ
い
こ
っ
そ
り
と
戸
口
や
窓
辺
を
よ
ち
よ
ち
歩
く
だ
け
だ
。
１４５
周
辺
の
山
水
を
見
わ
た
す
と
、
山
は
す
っ
か
り
み
ど
り
に
な
っ
た
様
子
が
眺
め
ら
れ
、
１４６
遠
く
か
ら
さ
ら
さ
ら
と
音
を
立
て
て
流
れ
て
く
る
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
い
て
は
、
川
の
様
子
に
思
い
を
馳
せ
る
。
１４７
山
水
に
こ
う
し
て
気
を
紛
ら
わ
し
て
い
る
と
、
痩
せ
て
疲
れ
た
身
も
た
ち
ま
ち
回
復
し
て
元
気
に
な
り
、
１４８
深
く
気
に
も
と
め
な
か
っ
た
我
が
生
命
も
ま
た
、
寿
命
が
延
び
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。
１４９
し
か
し
、
な
つ
か
し
い
都
の
こ
と
を
思
え
ば
、
身
も
心
も
、
狂
お
し
い
ほ
こ
う
こ
つ
ど
の
恍
惚
状
態
と
な
り
、
あ
ふ
１５０
ま
ぶ
た
を
閉
じ
れ
ば
、
都
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
涙
が
と
め
ど
な
く
溢
れ
出
て
く
る
。
１５１
京
の
都
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
い
っ
た
い
い
つ
の
日
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
１５２
ま
た
、
故
郷
の
庭
園
に
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
行
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
―２３―
か
。
１５３
今
、
都
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
あ
ら
た
め
て
官
途
に
つ
い
て
か
ら
の
自
分
の
半
生
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
１５４
寸
陰
を
惜
し
ん
で
学
問
に
専
念
し
、
儒
者
と
し
て
の
道
を
日
々
、
修
養
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ま
と
１５５
そ
の
お
か
げ
で
、
弓
矢
で
的
の
中
心
を
貫
く
よ
う
に
、
対
策
に
も
及
第
し
、
１５６
国
政
を
行
う
に
も
、
料
理
の
と
き
小
魚
を
煮
る
の
に
そ
う
す
る
よ
う
に
、
い
た
ず
ら
に
効
果
を
あ
せ
っ
て
施
策
を
加
え
、
か
き
ま
わ
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
ん
じ
１５７
二
十
六
歳
で
対
策
に
及
第
し
て
進
士
と
な
り
、
１５８
そ
の
後
、
讃
岐
の
国
守
と
な
っ
て
任
地
に
下
り
、
多
く
の
街
や
村
を
治
め
た
。
１５９
こ
う
し
て
私
は
、
父
祖
以
来
の
学
問
を
受
け
継
ぎ
、
儒
家
の
人
々
の
間
に
そ
び
え
立
つ
こ
と
と
な
り
、
１６０
讃
岐
の
国
守
と
し
て
の
功
績
は
、
式
部
省
の
役
人
も
よ
く
調
べ
て
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
【
平
仄
】
１４１
●
○
○
●
●
１４２
○
●
●
○
◎
１４３
●
●
○
○
●
１４４
○
○
●
●
◎
１４５
○
○
○
●
●
１４６
●
●
●
○
◎
１４７
○
●
○
○
●
１４８
●
○
○
●
◎
１４９
○
○
○
●
●
１５０
●
●
●
○
◎
１５１
○
●
○
○
●
１５２
●
○
○
●
◎
１５３
●
○
○
○
●
（
二
四
不
同
の
違
反
）
１５４
○
●
●
○
◎
１５５
●
●
●
○
●
（
四
字
目
の
孤
平
の
禁
）→
挟
み
平
１５６
○
○
○
●
◎
１５７
○
○
●
○
●
（
二
四
不
同
の
違
反
）→
挟
み
平
１５８
○
●
●
○
◎
１５９
●
●
○
○
●
１６０
○
○
●
●
◎
【
余
説
】
第
三
十
六
段
の
第
１４１
句
か
ら
第
１４４
句
は
、
前
段
を
受
け
、
孤
独
の
と
て
つ
も
め
ひ
つ
じ
か
さ
な
く
つ
ら
い
こ
と
を
、
足
の
悪
い
牝
羊
と
瘡
が
で
き
、
手
な
え
と
な
っ
た
雀
に
喩
え
る
。
第
三
十
七
段
の
第
１４５
句
か
ら
第
１４８
句
は
、
孤
独
を
周
囲
の
山
水
の
景
色
で
癒
や
そ
う
と
自
然
に
親
し
み
を
覚
え
、
し
か
し
心
は
や
は
り
都
へ
帰
り
た
い
と
い
う
思
い
に
狂
お
し
い
ほ
ど
に
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
第
三
十
八
段
の
第
１４９
句
か
ら
第
１５２
句
は
、故
郷
で
あ
る
都
の
な
つ
か
し
い
風
景
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
と
な
る
。
第
三
十
九
段
の
第
１５３
句
か
ら
第
１５６
句
、
第
四
十
段
の
第
１５７
句
か
ら
第
１６０
句
は
、
都
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
と
、
あ
ら
た
め
て
官
途
に
つ
い
て
か
ら
の
半
生
が
振
り
返
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
や
は
り
自
分
は
祖
業
を
受
け
継
い
だ
儒
家
で
―２４―
あ
る
と
の
思
い
を
強
く
し
た
こ
と
を
詠
む
。
祖
業
は
「
儒
林
」
で
、
人
々
の
間
に
そ
び
え
立
っ
て
い
て
、
し
か
も
讃
岐
国
守
と
し
て
の
功
績
も
十
分
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
今
の
こ
の
み
じ
め
な
大
宰
府
で
の
生
活
は
何
故
な
の
か
、
道
真
の
煩
悶
は
さ
ら
に
続
く
こ
と
と
な
る
。
【
付
記
】
本
稿
は
、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
一
）」（『
北
陸
古
典
研
究
』
第
十
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
）、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
二
）」（『
北
陸
古
典
研
究
』
第
十
六
号
、
二
〇
〇
一
年
十
月
）、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
三
）」（『
北
陸
古
典
研
究
』第
十
七
号
、
二
〇
〇
二
年
十
月
）、「『
菅
家
後
集
』注
解
稿（
四
）」
（『
北
陸
古
典
研
究
』
第
十
八
号
、
二
〇
〇
三
年
十
月
）、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
五
）」（『
金
沢
学
院
大
学
紀
要
文
学
・
美
術
編
』
第
二
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
六
）」（『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
第
二
九
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
七
）」（『
北
陸
古
典
研
究
』
第
十
九
号
、
二
〇
〇
四
年
十
月
）、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
八
）」（『
金
沢
学
院
大
学
紀
要
文
学
・
美
術
編
』
第
三
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
九
）」（『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
第
三
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
十
）」（『
北
陸
古
典
研
究
』
第
二
十
号
、
二
〇
〇
五
年
十
月
）、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
十
一
）」（『
金
沢
学
院
大
学
紀
要
文
学
・
美
術
編
』
第
四
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
十
二
）」（『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
第
三
一
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
十
三
）」（『
北
陸
古
典
研
究
』
第
二
十
一
号
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）、「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
十
四
）」（『
金
沢
学
院
大
学
紀
要
文
学
・
美
術
編
』
第
五
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
を
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
―２５―
